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可決した主な議案

　平成27年２月定例市議会に市長が提案した議案は追加上程を含め96件(予算案36件、条例案38件、
その他22件)で、議員が提案した議案は１件（岡山市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定）
でした。
　そのうち、平成27年度岡山市一般会計予算、平成26年度岡山市一般会計補正予算（第６号）など16
件の議案については、一部の議員から反対がありましたが、すべての議案を原案可決・同意しました。
　これにより、平成27年度当初予算額は、一般会計2,848億589万円余、特別会計1,931億6,528万円
余、事業会計696億5,326万円余を合わせた5,476億2,443万円余となりました。

議決のあらまし

予
　
　
　
算

条
　
　
例

46名の新市議会議員が決定

議会トピックス

用語解説 ※１　【体感治安】
統計に表されたものではなく、人々が日常生活の中で漠然と感じる治安の善しあしに関する感覚

議決結果は市議会ホームページに掲載しています。

■平成27年度岡山市一般会計予算（対前年度比1.5％の増加）

■平成26年度岡山市一般会計補正予算（第６号）

■岡山市立認定こども園条例の制定
　岡山市立認定こども園を設置し、管理について定める。
■岡山市個人情報保護条例の一部を改正する条例の制定
　本市が保有する特定個人情報について、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等
　に関する法律（マイナンバー法）の趣旨にのっとった適正な取り扱いを確保する。

水道施設・下水道施設耐震化事業、消防署所適正配置事業、
橋梁の長寿命化対策・耐震補強事業、緊急情報網の整備など

学校園をはじめとした市有建築物の耐震改修を推進し、安
全・安心な教育環境と地域住民の避難拠点を確保

岡山西部総合公園（仮称）、市営住宅・社会福祉施設導入区
域、健康・医療・福祉系施設導入区域を整備

放課後児童クラブの充実、認定こども園の整備及び運営、障
害児保育の充実、地域子育て支援拠点事業など

がん検診の実施、医療適正化事業、介護予防の推進、国民健
康保険医療費分析、70万人市民トリオでウォークなど

中区役所整備事業、吉備公民館・吉備地域センター整備事業、
操山地区公民館整備事業など

駐輪場の整備、「ももちゃり」の拡充（岡山駅西口エリアへ
のポート設置等）、自転車の走りやすい空間づくりなど

市街地再開発事業、県庁通り・西川緑道公園筋での回遊性向
上社会実験、 (仮称）岡山国際現代芸術祭の推進など

地域防災対策事業

市有建築物の耐震化

岡山操車場跡地整備推進
事業

安心して子育てできるまち
づくり事業
伸ばそう健康寿命！知って
変わって、つながって元気、
歩いて楽しいまちづくり
市民サービス窓口・拠点の
再編

自転車先進都市おかやま
事業

魅力ある中心市街地の創出

145億500万円

85億8,700万円

82億8,500万円

26億2,600万円

20億8,000万円

10億2,200万円

6億7,000万円

6億2,600万円

地域内の消費を拡大・促進し景気循環を創出するため、プレ
ミアム付き商品券を発行

小・中学校の校舎耐震改修整備事業

プレミアム付き商品券発行
事業

学校耐震改修整備事業

9億4,930万
1,000円

3億469万
2,000円

(自転車先進都市
おかやま事業分除く)　

(自転車先進都市
おかやま事業分除く)

　　　　主な事業　　　　　　  　予算　　　　　　　　　　　　　  内　　　容

　　　　主な事業　　　　　　  　予算　　　　　　　　　　　　　  内　　　容

審査の過程で特に議論となった点に
ついて、委員長報告の要旨を掲載
全文は市議会ホームページに掲載しています。

■防犯カメラ設置支援で
日本一犯罪の少ない政令市に
　　　犯罪件数の半減と体感治
安の向上を目標としているが、
犯罪件数と体感治安はリンクし
ていない。体感治安を施策の目
標にするのは不適切では。「安
全な感じがする」まちづくりで
はなく、現実への有効な対応を
分析して考えてもらいたい。
　　「安心なまちだ」と感じる
市民が増えることを目標にする
のも間違いではないと考えてい
る。引き続き県警との連携を密
にしながら、犯罪の認知件数を
減少させる取り組みを行ってい

きたい。
－その他にも次のような意見が
あった－
　　　防犯カメラがあることで、
何かあったときには対処できる
ことから、住民の安心感は高ま
るし、防犯に対する意識が変わ
ってきたと感じている。
　　　「防犯カメラさえ置けば
安心だ」という考え方にならな
いように、安全・安心のまちづ
くりのためにできることを施策
に落とし込んでいかないと、本
来の防犯にならないと思う。

■子ども・子育て支援新制度
　　  これから働きたいと思っ
ている人が、保育園の入園を希
望しても、なかなか預けること
ができない。また、幼稚園授業
料は在園児の経過措置があるも
のの、全体的に値上げとなって
いる。これらについて、もっと

総務委員会
丁寧な取り組みと説明が必要で
はないか。
　  保育の受け皿が不足してい
るため、保育が必要な時に入園
できるように施設整備等を行っ
ていく。幼稚園授業料について
は、各地域で協議する機会にし
っかりと説明していきたい。
■放課後児童クラブのあり方
　　　運営委員会の会計事務全
般について、相談・助言・支援
を行うためにアドバイザーを派
遣するとのことだが、児童クラ
ブの負担軽減としては不十分で
はないか。
　また、運営委員会方式を本市
として継続するのか。
　  負担軽減については、引き
続き検討するが、アドバイザー
派遣には、各児童クラブの経理
などを平準化する目的もある。
　将来的にはサービスと利用者
負担を標準化して、市職員が現
在行っている児童クラブ連合会

保健福祉委員会

常任委員会審査から 

　平成27年４月12日に岡山市議会議員選挙が行われ、46名の議員が選出されました。
　新しい議会構成や議員の紹介等は、７月１日に発行予定の臨時号でお知らせします。

①岡山市公立保育園各園へのＡＥＤ設置について
　平成27年１月15日に開会し、市長から専決処
分の報告を受けた後、２件の「工事請負契約の
締結について」の議案を審議し、全会一致で同
意して閉会しました。

採択した陳情（１件）

①幼保連携型認定こども園の候補園について
不採択とした陳情（１件）

◉陳情の結果 １月臨時市議会

期日前投票の様子
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太陽光発電ＨＥＭＳのしくみ
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太陽光発電、省エネ機器及び家電製品をネットワーク化し、消費電力を最適化できるエネルギー管理システム機器
用語解説
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事務局の事務と、今後予定して
いるアドバイザー派遣の外部委
託や、運営委員会のＮＰＯ法人
化など、あり方を検討していき
たい。

■住宅用太陽光発電システム導
入に係る補助制度
　　  本市の平成27年１月末現
在の補助実績は878件だ。27
年度の補助予定件数を1,700件
と想定しているが、達成できる
めどはあるのか。
　  これまで10キロワット以上
の住宅用太陽光発電システムの
設置にシフトする傾向があった
が、固定価格買取制度の買取価
格が大幅に引き下げられること
などから、一定程度は本市の補
助対象である10キロワット未
満の設置へ戻ってくると考えら
れるので、1,700件という見込
みにした。
　　  今後、住宅用太陽光発電
システムの設置を普及・推進さ
せるために強化すべきと考えて
いることはあるか。
　  太陽光発電に加え、省エネ
機器への補助を拡充していくこ
とが必要だと考えている。27
年度から、ＨＥＭＳ（ヘムス）
に対しては１件当たり上限10
万円で525件分をスマートエネ
ルギー導入促進事業補助金の中
に計上することで、消費者の省

エネ行動を促進し、住宅用太陽
光発電システムの設置について
も、インセンティブ（誘因）が
働くことを期待している。

■農業が商業につながる支援を
　　　岡山ブランド農産物育成
事業について、ブランドとして
農産物を育成し、農業者の販売
スキルの向上を図ろうとするの
であれば、農業が商業につなが
っていくよう、トータルで専門
家による一貫したアドバイスが
必要と考えるが、所見は。
　　商工会議所と連携した農業
者と商業者のマッチングの場な
ども設けてはいる。そのあたり
をトータルで考え、どうやって
岡山ブランドを売っていくか、
方法等も含め検討していきたい。
■プレミアム付き商品券の購入
は簡便な方法を
－市内消費の拡大・促進を目的
に、プレミアム付き商品券を発
行する。１冊１万2,000円の商
品券を１万円で、約40万冊の
販売を予定している－
　　　商品券の購入方法は往復
ハガキによる事前申し込みを予
定しているとのことだが、ほか
に簡便な手続きを考えることは
できないのか。
　  事業内容を検討していく中
で、往復ハガキだけでなく、普
通のハガキやウェブサイト等で

の申し込みも検討したい。

　岡山市自転車等駐車場条例の
一部を改正する条例の制定ほか
８件の議案が付託され、賛成多
数または全会一致で原案のとお
り可決並びに同意すべきものと
決定した。

■「岡山っ子」学力向上推進チ
ーム事業
－大学や関係課等と連携し、学
力・学習状況調査の分析を基に、
学力向上に向けた取り組みを推
進－
　　　どういった子どもを対象
としているのか。
　　学習に対して前向きな姿勢
が持てない子どもたちを、引き
上げていきたい。
－その他にも次のような意見が
あった－
　　　学習意欲や意識の向上は、
生活習慣や家庭環境とも大きく
関わってくる。課題の整理をし
っかりと行い、対象や目的を明
確にして進めてほしい。
　　　特別支援学級や発達に障
害のある子どもたちへの勉強や
指導方法についても、研究や検
討を行い、踏み込んだ取り組み
をしてほしい。
■岡山ＥＳＤプロジェクト推進
事業
　　　世界会議開催の成果を今
後につなげることが重要では。
　　世界会議は市民にＥＳＤと
は何かということを知ってもら
い、本市のＥＳＤを発展させる
ためのきっかけになった。今後
ともＥＳＤの推進に力を入れて
いく必要があると考えており、
新総合計画においてもＥＳＤを
盛り込んでいく。

環境消防水道委員会
経済委員会

市民文教委員会

※２　【ホーム・エネルギー・マネジメント・システム（HEMS：ヘムス）】
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「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の改正により平成27年４月から首長と教育委員会により構成されるもので、
教育振興に関する施策の大綱策定などについて協議・調整を行う

※３　【総合教育会議】用語解説

代 表 質 問

予算編成過程の「見える化」で
大森カラーも鮮明に
　　平成27年度予算案の市長
査定９件は、どのような視点で
行ったのか。全体的な効果は。
　　全939事務事業のうち、市
長査定で増額したものは、（仮
称）岡山国際現代芸術祭の推進、
本社機能の移転促進事業、総合
教育会議設置など。さまざまな
議論を経て、さらに推進、補完
すべきものを考え、国の制度改
正に伴う補助事業も追加した。
　予算編成過程を示すことで、
より市政への関心を持ってもら
うことを期待しており、市民か
らの意見は今後に役立てたい。
26年度未実施の
回遊性向上社会実験
　　実施には県警の理解が必要
だが、協議状況は。具体的な実
施時期と内容は。
　　第１回目をゴールデンウィ
ーク期間中に実施することを目
指し、平成26年末から方向性
について県警と認識を共有し具
体的な協議を重ねている。
　西川緑道公園筋では、オープ

ンカフェの実施などイベントと
一体になったにぎわいを創出し、
県庁通りでは、歩道にプランタ
ーを増設したり休憩施設を設置
するなど、歩いて楽しい道路空
間の効果を検証したい。
　第１回目の結果や交通状況に
応じた柔軟な対応も念頭に置き、
27年秋の実施を目標に、具体
的な実施内容について県警や地
域住民等と協議を進めたい。
認定こども園の推進を
　　３歳児教育を拡充するには、
認定こども園化を最優先で推進
すべきでは。
　　平成27年４月、市立４園
と私立１園で認定こども園の運
営を開始するとともに、28年度
には岡南幼稚園・保育園を新た
に認定こども園として開設
予定で、３歳児教育の拡充
を図る。
　私立幼稚園では現在の３
歳児教育を継続し、また、
認定こども園への移行を検
討している私立保育園・幼
稚園等でも推進してもらい
たいと考えている。

効果を上げる資源化物全品目の
月２回ステーション収集
　　収集は順調か。市民への周
知はどう進めるのか。
　　平成26年10月から市内
2,093カ所で開始し、12月まで
の収集量は前年同時期に比べ、
缶104.4％、びん・乾電池104.4
％、ペットボトル104.8％と増
加し、不燃ごみは85.3％と減
少。家庭ごみ組成分析調査でも、
不燃ごみに混入していた資源化
物の割合が、25年度14.46％
から26年度6.05％に減少して
いる。
　27年度には、ごみ減量・リ
サイクルガイド「どうすりゃー
ええ？」保存版の大幅改定を行
って市内全戸に配布し、町内会
等へ出前講座を行うなど周知を
図りたい。

公明党

新風会
認証制度の新設で子育てしなが
ら働きやすい空気を広げる
　　女性の採用や管理職登用な
どに努力している企業に報奨を
与えては。
　　平成14年度から企業への
表彰制度を実施し、現在24社
が受賞している。27年度は、女

性の活躍促進や、男女ともに働
きやすい職場環境づくりに積極
的に取り組んでいる市内企業等
を認証する制度を新たに設ける。
　認証企業に対するインセンテ
ィブ（報奨）として、就職説明
会等での広報や建設工事部門で
の入札参加資格審査の格付等級

決定時に点数を加算する。企業
に積極的に参加してもらい、男
女とも子育てしながら働きやす
い空気が広がっていくよう働き
かけていく。
知・徳・体の
調和のとれた岡山っ子を育成
　　総合教育会議への取り組み
について市長の意気込みは。
　　「地方教育行政の組織及び

認定こども園に移行予定の岡南幼稚園・保育園

６会派の代表が行った質問の中から、いくつかを取り上げて要旨を掲載
すべての代表質問は市議会ホームページのインターネット議会中継で配信しています。建設委員会

委員

委員

市

委員

委員

委員

委員

市

市

委員

委員

市

市

市

※２

※３


